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議事要旨 １．開 会

２．平成２３年度予算に向けた個別公共事業評価及び総点検について

３．評価対象事業の審議

以下のとおり、事業評価対象６事業を審議した。

◇道路事業

再 評 価 対 象 事 業：一般国道２号 広 島 南道路
ひろしまみなみ

：一般国道３７３号 志戸坂峠道路
し と さ か と う げ

：一般国道１８３号 鍵 掛 峠道路
かっかけとうげ

：一般国道４９１号 長門・俵 山道路
な が と たわらやま

：一般国道１９１号 萩・三隅道路
はぎ み す み

：一般国道１８５号 安芸津バイパス
あ き つ

○経緯及び結果

別紙－１のとおり



別紙－１

平成２２年度 第８回中国地方整備局事業評価監視委員会の経緯及び結果

１．審議の経緯

平成２３年３月８日に開催した平成２２年度第８回中国地方整備局事業評価監視

委員会において、次の事業について審議を行った。

◇道路事業

再評価対象事業：一般国道２号 広 島 南道路
ひろしまみなみ

：一般国道３７３号 志戸坂峠道路
しとさかとうげ

：一般国道１８３号 鍵 掛 峠道路
かっかけとうげ

：一般国道４９１号 長門・俵 山道路
な が と たわらやま

：一般国道１９１号 萩・三隅道路
はぎ み す み

：一般国道１８５号 安芸津バイパス
あ き つ

２．審議の結果

事業者から各事業の概要、評価結果及び対応方針（原案）について説明を受け、

、 。事業が適切に実施されているか審議を行い 次のとおり意見の取りまとめを行った

審議の結果、再評価対象の６事業は適切に実施されており、事業継続とすること

とした事業者の判断は、妥当であると意見集約した。

なお、審議過程において、以下の議論があった。



●事業評価対象事業

◇道路事業

○一般国道２号 広 島 南道路
ひろしまみなみ

・特になし。

○一般国道３７３号 志戸坂峠道路
しとさかとうげ

・特になし。

○一般国道１８３号 鍵 掛 峠道路
かっかけとうげ

・特になし。

○一般国道４９１号 長門・俵 山道路
な が と たわらやま

・特になし。

○一般国道１９１号 萩・三隅道路
はぎ み す み

・特になし。

○一般国道１８５号 安芸津バイパス
あ き つ

・特になし。

◇評価全般

・本来、道路ネットワークは長期的展望に立って整備を進めるべきであり、事業

の特性によっては、ネットワーク効果を発揮する一連の区間で評価を実施する

など、評価単位やネットワークの設定について検討すべき。

・事業評価は、物流や人口の将来推移も考慮し、道路ネットワークを含めた長期

的な視点を加味すべき。

・ 防災面の効果が特に大きい事業」については、対象とする事業及びCVMを含「

めた評価手法について、引き続き議論を進め改善を図るべき。

以 上




